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(57)【要約】
　装飾物を形成して基材（１０）上に貼り付けるための
システム及び方法が開示される。一部の態様によれば、
装飾物は、ウェブ路に沿って配置された装飾物形成ステ
ーション（２０６）で担体ウェブ（１０４）上に形成す
ることができる。装飾物は、ウェブ路に沿って貼付ステ
ーション（２０８）に移送することができ、装飾物は、
貼付ステーション（２０８）で、担体ウェブ（１０４）
から基材（１０）に貼り付けられる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材を装飾するためのシステムであって、
　担体ウェブと、
　装飾物を前記担体ウェブ上に形成するように構成された装飾物形成ステーションであっ
て、各装飾物は、１つ又は複数の装飾物層と、前記１つ又は複数の装飾物層と位置を合わ
せて形成され、前記担体ウェブから外に向かう方を向いた前記装飾物の面で露出した接着
剤層とを含む、装飾物形成ステーションと、
　前記装飾物が前記担体ウェブから基材に貼り付けられる貼付ステーションと、
　前記担体ウェブが移動して、前記装飾物を前記装飾物形成ステーションから前記貼付ス
テーションに移送するウェブ路と、を含むシステム。
【請求項２】
　前記接着剤層は感圧接着剤層である、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記装飾物形成ステーションと前記貼付ステーションとの間で前記ウェブ路に沿って配
置された活性化ステーションをさらに含み、前記活性化ステーションは、前記接着剤層が
活性化後に粘着性になるように、前記接着剤層を活性化するように構成される、請求項１
に記載のシステム。
【請求項４】
前記接着剤層はＵＶで硬化可能であり、前記活性化ステーションは、前記接着剤層を紫外
線に当てるように構成される、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記装飾物形成ステーションと前記貼付ステーションとの間で前記ウェブ路に沿って配
置された１つ又は複数の硬化ステーションをさらに含み、各硬化ステーションは、前記１
つ又は複数の装飾層を放射線及び空気流の少なくとも１つに当てるように構成される、請
求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記１つ又は複数の硬化ステーションの少なくとも１つの硬化ステーションは、前記接
着剤が活性化後に粘着性となるように、前記接着剤層を活性化させるように構成される、
請求項４に記載のシステム。
【請求項７】
　前記担体ウェブは連続ループを形成する、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記貼付ステーションの後ろで前記ウェブ路に沿って配置された清浄ステーションをさ
らに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記装飾物形成ステーションはインクジェットプリンタを含む、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項１０】
　前記インクジェットプリンタは、前記装飾物を前記担体ウェブ上に形成するために、前
記１つ又は複数の装飾物層と感圧接着剤層とを積層するように構成される、請求項９に記
載のシステム。
【請求項１１】
　前記インクジェットプリンタは、前記担体ウェブの複数の異なる装飾物を形成するよう
に構成される、請求項９に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記装飾物形成ステーションはフレキソプリンタを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記貼付ステーションは、前記装飾物を前記担体ウェブから前記基材に直接移すように
構成される、請求項１に記載のシステム。
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【請求項１４】
　前記装飾物が前記貼付ステーションで前記基材に貼り付けられるときに、前記感圧接着
剤層と前記基材との間の付着により、前記装飾物が前記担体ウェブから引き剥がされる、
請求項２に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記基材を前記貼付ステーションに移動させるように構成された基材移送装置をさらに
含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　基材を装飾するための方法であって、
　担体ウェブの一部分をウェブ路に沿って装飾物形成ステーションまで移動させることと
、
　前記装飾物形成ステーションで前記担体ウェブの前記部分上で装飾物を形成し、前記装
飾物は、１つ又は複数の装飾物層と、前記１つ又は複数の装飾物層と位置を合わせて形成
され、前記担体ウェブから外に向かう方を向いた前記装飾物の面で露出した接着剤層とを
含むことと、
　前記装飾物を形成した後、前記装飾物を前記ウェブ路に沿って前記装飾物形成ステーシ
ョンから貼付ステーションに移送することと、
　前記貼付ステーションで前記装飾物を基材に貼り付けることと、を含む方法。
【請求項１７】
　前記接着剤層は感圧接着剤層である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記装飾物形成ステーションと前記貼付ステーションとの間で前記ウェブ路に沿って配
置された活性化ステーションで、前記装飾物の前記接着剤層を活性化させることをさらに
含み、前記接着剤は活性化後に粘着性になる、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記接着剤層はＵＶで硬化可能であり、前記接着剤層を活性化させることには、前記感
圧接着剤層を紫外線に当てることが含まれる、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記装飾物形成ステーションと前記貼付ステーションとの間で前記ウェブ路に沿って配
置された１つ又は複数の硬化ステーションで、前記装飾物を放射線及び／又は空気流に当
てることをさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記１つ又は複数の硬化ステーションの少なくとも１つの硬化ステーションは、前記接
着剤が活性化後に粘着性となるように、前記装飾物の前記接着剤層を活性化させるように
構成される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記担体ウェブは連続ループを形成する、請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　前記貼付ステーションの後ろで前記ウェブ路に沿って配置された清浄ステーションで前
記担体ウェブを清浄することをさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２４】
　前記装飾物形成ステーションで前記装飾物を形成することには、インクジェットプリン
タを用いて、前記装飾物の前記１つ又は複数の層を前記担体ウェブ上に積層することが含
まれる、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　前記装飾物形成ステーションで前記装飾物を形成することには、フレキソプリンタを用
いて、前記装飾物の前記１つ又は複数の層を前記担体ウェブ上に積層することが含まれる
、請求項１６に記載の方法。
【請求項２６】
　前記貼付ステーションで前記装飾物を前記基材に貼り付けることには、前記装飾物を前
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記担体ウェブから前記基材に直接移すことが含まれる、請求項１６に記載の方法。
【請求項２７】
　前記装飾物が前記貼付ステーションで基材に貼り付けられるときに、前記感圧接着剤層
と前記基材との間の付着により、前記基材が前記担体ウェブから引き剥がされる、請求項
１７に記載の方法。
【請求項２８】
　基材移送装置を用いて前記基材を前記貼付ステーションに移動させることをさらに含む
、請求項１６に記載の方法。
【請求項２９】
　基材を装飾するためのシステムであって、
　ウェブ路を規定する担体ウェブと、
　前記ウェブ路に沿って配置され、それぞれが装飾物の少なくとも一部分を前記担体ウェ
ブ上に形成するように構成される複数の装飾物形成ステーションであって、各装飾物は、
１つ又は複数の装飾物層と、前記１つ又は複数の装飾物層と位置を合わせて形成され、前
記担体ウェブから外に向かう方を向いた前記装飾物の面で露出した接着剤層とを含む、複
数の装飾物形成ステーションと、
　対応する装飾物形成ステーションの後ろで、前記ウェブ路に沿って配置され、前記対応
する装飾物形成ステーションで形成された前記装飾物の一部分を硬化させるように構成さ
れた複数の硬化ステーションと、
　前記装飾物形成ステーション及び硬化ステーションの後ろで、前記ウェブ路に沿って配
置された貼付ステーションであって、前記装飾物が前記担体ウェブから基材に貼り付けら
れる貼付ステーションと、を含むシステム。
【請求項３０】
　前記接着剤層は感圧接着剤層を含む、請求項２９に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記接着剤層はＵＶで硬化可能であり、前記複数の硬化ステーションの少なくとも１つ
の硬化ステーションは、前記接着剤層を紫外線に当てて前記接着剤層を硬化させるように
構成される、請求項２９に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記担体ウェブは連続ループを形成する、請求項２９に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記貼付ステーションの後ろで前記ウェブ路に沿って配置された清浄ステーションをさ
らに含む、請求項２９に記載のシステム。
【請求項３４】
　各装飾物形成ステーションは、インクジェットプリンタを含む、請求項２９に記載のシ
ステム。
【請求項３５】
　前記貼付ステーションは、前記装飾物を前記担体ウェブから前記基材に直接移すように
構成される、請求項２９に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記装飾物が前記貼付ステーションで基材に貼り付けられるときに、前記感圧接着剤層
と前記基材との間の付着により、前記装飾物が前記担体ウェブから引き剥がされる、請求
項３０に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記基材を前記貼付ステーションに移動させるように構成された基材移送装置をさらに
含む、請求項２９に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記担体ウェブは、ベース層と複数の開口を含むマスク層とを含み、前記ベース層の一
部分は、前記複数の開口で露出する、請求項２９に記載のシステム。
【請求項３９】
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　前記複数の装飾物形成ステーションは、前記マスク層の開口内で前記ベース層の前記露
出した部分に前記装飾物を形成するように構成される、請求項３８に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記担体ウェブは、前記担体ウェブ上に形成された前記装飾物の少なくとも一部分にテ
クスチャ面を形成するように構成された１つ又は複数の突起及び／又は窪みを含む、請求
項２９に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、「基材を装飾するシステム及び方法（SYSTEMS AND METHODS FOR DECORATING S
UBSTRATES）」と題して２０１８年７月２日に出願された米国仮特許出願第６２／６９２
，９４１号の優先権を米国特許法第１１９条（ｅ）のもとで主張するものであり、この特
許は、参照によりその全体を本明細書に援用される。
【０００２】
　開示した実施形態は、基材を装飾するシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　接着ラベルは、ボトル及び他の容器などの基材、出荷用包装箱、並びに販売物などに情
報及び／又は装飾を付与するためなどに幅広く使用される。一部の用途では、ラベルなど
の装飾物は、スプールに巻くことができる連続ウェブ上にラベルを供給する印刷設備にお
いて形成される。次のラベル付けプロセス時に、ウェブはスプールから繰り出され、所定
の経路を経て、ラベルがウェブから剥がされ、基材に貼り付けられる位置まで案内される
。
【０００４】
　ラベルは、通常、ラベルをボックス、製品、又は他の基材に固定する働きをする感圧接
着剤（ＰＳＡ）、ラベルに塗布された糊、又は熱活性若しくは流体活性接着剤のいずれか
によって形成された接着側を有する。ラベルが基材に貼り付けられるときに、接着剤側は
、例えば、ウェブからラベルを剥がすことで、又は接着剤側からライナを取り除くことで
露出され得る。特定の用途では、接着剤側は、ラベルを貼り付ける直前まで非粘着性とす
ることができ、ラベルを貼り付ける時点で、接着剤は（例えば、熱又は活性化流体を加え
ることで）活性化され、ラベルが基材に貼り付けられる。
【発明の概要】
【０００５】
　本明細書で説明する態様は、基材を装飾するシステム及び方法に関する。一部の実施形
態によれば、装飾物（例えば、ラベル）は、ウェブ路に沿って配置された１つ又は複数の
装飾物形成ステーションで担体ウェブ（例えば、フィルム、ベルト、又は他の適切なウェ
ブ基材）上に形成することができ、次に、装飾物は、装飾物形成ステーションの後ろで、
ウェブ路に沿って配置された貼付ステーションで基材に貼り付けることができる。このよ
うに、単一のシステムを、装飾物を形成することにも装飾物を基材に貼り付けることにも
使用することができる。
【０００６】
　装飾物形成ステーションで形成された装飾物は、装飾物を形成するために、担体ウェブ
上で互いに位置を合わせて形成された１つ又は複数の装飾物層を含むことができる。さら
に、装飾物は、１つ又は複数の装飾物層と位置を合わせて形成された、感圧接着剤層など
の接着剤層を含む。装飾物を基材に貼り付ける前に、接着剤層は、担体ウェブから外に向
かう方を向いた装飾物の面で露出する。貼付ステーションで装飾物が基材に貼り付けられ
るときに、接着剤層は基材の面と接触して、装飾物が担体ウェブから解放されるように装
飾物を基材に付着させる。例えば、感圧接着剤層を採用する実施形態では、装飾物を担体
ウェブから引き剥がし、それにより装飾物を担体ウェブから解放するのに、感圧接着剤層
と基材との間の付着で十分であり得る。
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【０００７】
　装飾物形成ステーションは、担体ウェブ上に１つ又は複数の装飾物層を形成するための
任意の適切な装置を含むことができる。例えば、装飾物形成ステーションは、装飾物を形
成するために、インクジェットプリンタなどのプリンタ又は他の適切な印刷システムを利
用して、１つ又は複数の装飾物層を担体ウェブ上で互いに位置を合わせて積層することが
できる。一部の実施形態では、装飾物形成ステーションは、可変印刷を行うように構成す
ることができ、そのため、各装飾物は異なることができ、これは、個別化された装飾物が
形成され、特定の基材に貼り付けられるのを可能にする。一部の実施形態では、そのよう
な可変印刷装置は、必要に応じて容器ごとにラベルを変更することができる、個別化され
たラベル貼付け運転をもたらすことができる。ただし、当然のことながら、本開示は可変
印刷装置に限定されない。例えば、フレキソプリンタなどの定印刷システム、及び／又は
熱間若しくは冷間箔押しシステムなどの押しシステムは適用可能である。さらに、一部の
実施形態では、装飾物形成ステーションは、装飾物を形成する複数のタイプのシステムを
含むことができる。例えば、単一の装飾物形成ステーションは、フレキソプリンタ、イン
クジェット印刷ヘッド、及び／又は熱間若しくは冷間押しシステムの組み合わせを含むこ
とができる。
【０００８】
　一部の態様によれば、装飾物の１つ又は複数の層は、例えば、硬化可能であるので、装
飾物層は、装飾物形成ステーションで担体ウェブ上に置かれた後、互いに対して所定の位
置を永続的に取ることができる。一部の実施形態では、装飾物形成ステーションの後ろに
、１つ又は複数の硬化ステーションを配置することができ、硬化ステーションは、装飾物
層に硬化処理を施して、装飾物層を硬化させるように構成することができる。例えば、硬
化ステーションは、装飾物層を紫外線、可視光、赤外線、熱放射線（例えば、熱）、電子
放射線などの放射線に当てる、装飾物層を空気又は加熱空気（又は他の適切なガス）の流
れに当てるなどの乾燥プロセスにかける、及び／又は他の任意の適切な硬化プロセスにか
けるように構成することができるが、本開示は、この点に関して限定されない。
【０００９】
　一部の実施形態では、システムは、複数の装飾物形成ステーション及び／又は硬化ステ
ーションを含むことができる。例えば、各装飾物形成ステーションは、１つ又は複数の装
飾物層を形成するように構成することができ、硬化ステーションを各装飾物形成ステーシ
ョン間に配置して、次の１つ又は複数の装飾物形成ステーションで別の装飾物層を形成す
る前に、装飾物層を硬化させることができる。一部の実施形態では、複数の硬化ステーシ
ョンは、各装飾物形成ステーションの後ろに設けることができる。さらに、当然のことな
がら、様々な硬化ステーションは、装飾物の様々な層を同じタイプの硬化プロセスか、又
は異なるタイプの硬化プロセスにかけるように構成することもできる。
【００１０】
　一部の態様によれば、装飾物の接着剤層は、接着剤が最初にコーティングとして積層さ
れ、次に、活性化ステーションで活性化されて、粘着性接着剤（例えば、粘着性感圧接着
剤）になるように活性化可能である。活性化ステーションは、装飾物形成ステーションと
貼付ステーションとの間でウェブ路に沿って配置することができる。例えば、一部の実施
形態では、感圧接着剤はＵＶ活性可能とすることができ、そのため、接着剤は、活性化ス
テーションで紫外線に当てた後、粘弾性及び／又は粘度が高くなる（例えば、粘着性にな
る）。例えば、ＵＶ活性可能接着剤は、湿った、又は低粘度の状態で装飾物に積層するこ
とができ、ＵＶ活性可能接着剤が紫外線に当てられる活性化ステーションで、接着剤がよ
り高粘度の粘着性状態に硬化するまで、この低粘度流体を維持することができる。一部の
例では、そのような接着剤は、ＵＶで硬化可能な接着剤と称することができる。本発明者
は、接着剤層が活性化されるまで概ね非粘着性であるそのような構成が、様々な利益をも
たらすことができると分かった。例えば、活性化可能な感圧接着剤は、装飾物形成ステー
ションで装飾物を形成するときに、粘着性の接着剤と比較して、感圧接着剤の積層をより
容易にすることができる。さらに、粘着性接着剤が担体ウェブ上で露出したときに、露出
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した接着剤とガイド又はローラなどのウェブ制御システムの要素との間の接触により、装
飾物又はウェブが損傷し、及び／又はウェブ制御システムが汚染されることがある。対照
的に、活性化可能接着剤は、基材に貼り付けられる直前に活性化ステーションで活性化さ
れるまで、非粘着性とすることができる（例えば、接着剤を低粘度の流動液体状態に維持
することができる）。特定の実施形態によれば、適切な接着剤は、ＵＶで活性可能な（す
なわち、ＵＶで硬化可能な）接着剤、硬化して、又は乾燥して低粘度状態から高粘度状態
になることができる溶剤系又は水性接着剤、熱で活性可能な接着剤、水で活性可能な接着
剤、及び／又は溶剤で活性可能な接着剤を含むことができるが、それらに限定されない。
さらに、当然のことながら、活性化ステーションは、任意の適切な硬化プロセス、乾燥プ
ロセス、及び／又は他の活性化プロセスを適用するように構成することができる。
【００１１】
　一部の実施形態では、硬化ステーションは、装飾物の装飾物層を硬化させるようにも、
さらには、装飾物の活性化可能感圧接着剤層を活性化するようにも構成することができる
。したがって、本明細書に開示したシステムは、（例えば、装飾物層が硬化を必要とする
場合に）１つ又は複数の装飾物層を硬化させるように構成された１つ又は複数の硬化ステ
ーションを含むことができ、少なくとも１つの硬化ステーションは、活性化可能な感圧接
着剤層の活性化を行うように構成することができる。他の実施形態では、システムは、１
つ又は複数の装飾物層を硬化させるように構成された１つ又は複数の硬化ステーションと
、活性化可能な接着剤層（例えば、ＵＶで活性化可能な接着剤などの活性化可能な感圧接
着剤層）を活性化するように構成された別の活性化ステーションとを含むことができる。
さらに、一部の実施形態では、装飾物層は、硬化なしで済ますことができ、活性化可能な
接着剤層を活性化するために、活性化ステーションのみを設けることができる。或いは、
一部の実施形態では、装飾物層の硬化も接着剤層の活性化も不要とすることができ、シス
テムは、硬化ステーションも活性化ステーションも含まなくてよい。したがって、当然の
ことながら、本明細書に開示したシステムは、１つ又は複数の硬化ステーション及び／又
は活性化ステーションを含むことがあるか、又は含まないこともある。
【００１２】
　実施形態によれば、担体ウェブ上に形成される各装飾物は、貼付ステーションで基材に
貼り付けることができる単一の要素を含むことができるか、又は各装飾物は、最初に担体
ウェブに支持され、同じ基材に移されるが、互いに分離した複数の離散要素を含むことが
できる。装飾物の各要素は、装飾要素を形成するために、互いに位置を合わせて形成され
た１つ又は複数の装飾物層と感圧接着剤層とを含むことができる。一部の例では、「ラベ
ル」という用語は、装飾物を指すために使用することができ、したがって、本明細書にお
いて、「装飾物」及び「ラベル」という用語は同じ意味を有し、区別なく使用することが
できる。したがって、場合によっては、ラベルは単一要素、又は基材に一緒に移される複
数の要素を含むことができる。
【００１３】
　さらに、当然のことながら、装飾という用語は、必ずしも物品を任意の特定の美的感覚
で「装飾する」ことを指すとは限らない。例えば、装飾には、可視グラフィック、テキス
ト、色、光学効果（虹効果をもたらす回折など）、機械可読表示（バーコードなど）、触
感効果、トポグラフィカル特徴（topographical feature）などを用いることができる。
【００１４】
　上記のように、装飾物が担体ウェブ上に形成された後、装飾物は、装飾物形成ステーシ
ョン及び（存在する場合に）硬化ステーションの後ろで、担体ウェブのウェブ路に沿って
配置された貼付ステーションで基材に貼り付けることができる。一部の例では、装飾物を
基材に貼り付けることには、装飾物をウェブから基材に直接移すことを含むことができる
。そのような実施形態では、装飾物は、ウェブか、又は基材かのいずれかによって常に支
持される。他の例では、装飾物は、基材に貼り付ける前に、ウェブから部分的に、又は完
全に切り離すことができる。例えば、装飾物の一部分は、装飾物が基材に貼り付けられる
ときに、基材をウェブから解放する助けとなるように、基材に貼り付ける前に、ウェブか
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ら切り離すことができる。さらに、一部の例では、装飾物の複数の部分（例えば、分離し
た離散部分）を一回の貼付けで基材に貼り付けることができるし、又は貼付ステーション
において、分離部分を別々の貼付ステップで貼り付けることもできる。
【００１５】
　当然のことながら、ウェブから基材への装飾物の移動は、任意の数量の適切な機構を介
して行うことができ、本開示は、任意の特定の機構に限定されない。例えば、一部の例で
は、装飾物の感圧接着剤層と基材との間の接触により、装飾物は基材に付着し、ウェブか
ら離れる、又は分離することができ、それにより、装飾物は、ウェブから基材に直接移さ
れる。
【００１６】
　上記のように、一部の例では、装飾物又はラベルは、複数の分離要素又は装飾構成要素
を含むことができる。これらの装飾構成要素は、ウェブ上で物理的に互いに分離すること
ができ、装飾構成要素は、互いに位置を合わせて基材に同時に移すことができ、それによ
り、基材に移された後に、装飾構成要素の相対間隔、配置、及び向きを維持することがで
きる。装飾構成要素は共同して、単一の装飾物を形成することができる。例えば、装飾構
成要素は、共同して装飾物を構成する様々なグラフィック要素を含むことができる。一部
の例では、分離した装飾構成要素は、単語、句、数字などを形成するテキスト文字を含む
ことができる。
【００１７】
　一部の態様によれば、担体ウェブは再利用可能である。例えば、一部の例では、担体ウ
ェブをロールとして提供することができ、このロールは、担体ウェブをウェブ供給ロール
から、装飾物が担体ウェブ上に形成される装飾物形成ステーションと、装飾物が担体ウェ
ブから基材に貼り付けられる貼付ステーションとに供給する。貼付ステーションで装飾物
を基材に貼付け後、担体ウェブは、巻取ロールに集めることができる。担体ウェブのロー
ルを使い切ると、巻取ロールから出た担体ウェブは、ウェブ供給位置に移動して、装飾物
のさらなる形成と基材への貼付けとに使用することができる。このように、単一の担体ウ
ェブ（例えば、単一ロール又は他の適切な量の担体ウェブ）は、装飾物を担体ウェブ上に
形成し、装飾物を担体ウェブから基材に貼り付ける連続ステップを行うために複数回使用
することができる。一部の実施形態では、貼付ステーションと巻取ロールとの間で、担体
ウェブの経路に沿って清浄ステーションを設けることができる。例えば、清浄ステーショ
ンは、装飾物の貼付け後に残ることがある任意の残留装飾物材料を担体ウェブから取り除
くように構成することができ、これは、次の装飾物が、担体ウェブの次の使用時に、担体
ウェブ上に適切に形成されるのを可能にするのに寄与することができる。ただし、当然の
ことながら、清浄ステーションは、一部の実施形態において不要とすることができ、その
理由は、担体ウェブが、使用の合間に清浄又は他の処理を必要とすることなく再利用可能
だからである。
【００１８】
　一部の実施形態では、担体ウェブは、連続ループとして形成することができる。例えば
、担体ウェブは、貼付ステーションを過ぎて、次に同じ担体ウェブ材料上に装飾物を形成
し、基材に貼り付けるために、装飾物形成ステーションに戻るように案内することができ
る。そのような構成は、ラベル付けプロセスに必要とされる担体ウェブ材料の量を大幅に
削減することができ、例えば、担体ウェブのロールの交換によるプロセスの中断を短縮す
ることができる。一部の実施形態では、清浄ステーションは、貼付ステーションと装飾物
形成ステーションとの間で、連続担体ウェブループに沿って配置することができる。
【００１９】
　当然のことながら、本開示は、担体ウェブ用の任意の特定の材料及び／又は任意のタイ
プの担体ウェブに限定されない。例えば、担体ウェブは、ポリマー材料、金属材料、及び
／又は複合材料などの長くて薄い可撓性材料として形成することができる。一部の実施形
態では、担体ウェブは、実質的に連続するフィルム、ウェブ、ベルト、又は次に基材に貼
り付けるために、装飾物が上に形成され得る他の適切な基材構造物を規定することができ
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る。例えば、上記のように、そのような連続担体ウェブ構造物はロールの状態で保管する
ことができる。他の実施形態では、担体ウェブは、１つ又は複数の積重ね体の形で保管で
きるように、互いに折り重ねることができる複数の連結セグメントを含むことができる。
そのような実施形態では、担体ウェブの各セグメントは、１つ又は複数の装飾物、及び／
又は装飾要素が、セグメントの上に形成されるのを可能にする大きさ及び形状とすること
ができる。
【００２０】
　さらに、一部の実施形態では、担体ウェブは１つ又は複数のテクスチャ付き特徴を含む
ことができ、この特徴は、担体ウェブ上に形成される装飾物に所望のパターン、トポグラ
フィ、及び／又は他のテクスチャ効果を付与するように構成することができる。例えば、
担体ウェブのテクスチャ付き特徴は、装飾物に隆起特徴を形成する（例えば、装飾物に浮
出し特徴を形成する）ように構成された窪み、及び／又は装飾物に窪みを形成する（例え
ば、装飾物にレリーフ特徴を形成する）ように構成された突起を含むことができる。特定
の実施形態によれば、担体ウェブのテクスチャ付き特徴は、任意の適切な形状及び／又は
配置を有することができる。例えば、一部の実施形態では、担体ウェブのテクスチャ付き
特徴は、担体ウェブ上に形成された装飾物の浮出し輪郭をテクスチャ付き特徴が画定する
ように、装飾物又は装飾要素の形状に対応する形状を有することができる。
【００２１】
　さらなる実施形態では、担体ウェブは、様々な材料からなる複数の層を含むことができ
る。例えば、担体ウェブは、装飾物が上に形成される面を画定するベース層と、ベース層
に部分的に重なるマスク層とを含むことができる。特に、マスク層は、担体ウェブのうち
の装飾物が形成されない部分を覆うことができ、担体ウェブのうちの装飾物が形成される
部分でベース層を露出させる開口を有することができる。マスク層の材料は、装飾物の装
飾物層が、マスク材料に付着しないように選択することができ、これは、担体ウェブを清
浄する、及び／又はそれ以外に担体ウェブが再利用されるのを可能にする助けとなり得る
。１つの例示的な実施形態では、マスク層はシリコンから形成することができる。
【００２２】
　一実施形態では、基材を装飾するためのシステムは、担体ウェブと、担体ウェブ上に装
飾物を形成するように構成された装飾物形成ステーションとを含む。各装飾物は、１つ又
は複数の装飾物層と、１つ又は複数の装飾物層と位置を合わせて形成され、担体ウェブか
ら外に向かう方を向いた装飾物の面で露出した接着剤層とを含む。システムは、装飾物が
担体ウェブから基材に貼り付けられる貼付ステーションと、担体ウェブが移動して、装飾
物を装飾物形成ステーションから貼付ステーションに移送するウェブ路とをさらに含む。
【００２３】
　別の実施形態では、基材を装飾する方法は、担体ウェブの一部分をウェブ路に沿って装
飾物形成ステーションまで移動させることと、装飾物形成ステーションで担体ウェブの一
部分上に装飾物を形成することとを含む。装飾物は、１つ又は複数の装飾物層と、１つ又
は複数の装飾物層と位置を合わせて形成され、担体ウェブから外に向かう方を向いた装飾
物の面で露出した接着剤層とを含む。方法は、装飾物を形成した後、装飾物をウェブ路に
沿って装飾物形成ステーションから貼付ステーションに移送することと、貼付ステーショ
ンで装飾物を基材に貼り付けることとをさらに含む。
【００２４】
　さらなる実施形態では、基材を装飾するためのシステムは、ウェブ路を規定する担体ウ
ェブと、ウェブ路に沿って配置された複数の装飾物形成ステーションとを含む。各装飾物
形成ステーションは、装飾物の少なくとも一部分を担体ウェブ上に形成するように構成す
ることができ、各装飾物は、１つ又は複数の装飾物層と、１つ又は複数の装飾物層と位置
を合わせて形成され、担体ウェブから外に向かう方を向いた装飾物の面で露出した接着剤
層とを含む。システムは、複数の硬化ステーションをさらに含み、各硬化ステーションは
、対応する装飾物形成ステーションの後ろで、ウェブ路に沿って配置され、対応する装飾
物形成ステーションで形成された装飾物の一部分を硬化させるように構成される。さらに
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、システムは、装飾物形成ステーション及び硬化ステーションの後ろで、ウェブ路に沿っ
て配置された貼付ステーションを含む。装飾物は、貼付ステーションで担体ウェブから基
材に貼り付けられる。
【００２５】
　さらに、下記にさらに詳細に説明するように、本明細書で説明するシステムは、担体ウ
ェブを集め、及び／又は担体ウェブの張力を制御するように構成された１つ又は複数の特
徴をさらに含むことができる。例えば、そのような特徴は、装飾物形成ステーションの前
、装飾物形成ステーション間及び／又は硬化ステーション間、装飾物形成ステーションと
貼付ステーション又は硬化ステーションとの間、硬化ステーションと貼付ステーションと
の間、及び／又は貼付ステーションの後ろで、ウェブ路に沿って配置された１つ又は複数
のウェブフェスツーン（web festoon）を含むことができる。
【００２６】
　当然のことながら、前述のコンセプト、及び下記に説明するさらなるコンセプトは、任
意の適切な組み合わせで構成することができるが、本開示は、この点に関して限定されな
い。さらに、添付図と合わせて検討した場合に、本開示の他の利点及び新規の特徴が、様
々な非限定的実施形態の以下の詳細な説明から明らかになるであろう。
【００２７】
　本明細書及び参照により援用される文献が、矛盾する、及び／又は一貫しない開示を含
む場合に、本明細書に従うものとする。参照により援用される２つ以上の文献が、互いに
対して矛盾する、及び／又は一貫しない開示を含む場合に、発効日が遅い文献に従うもの
とする。
【００２８】
　添付図面は、一定の縮尺で作図することを意図されていない。図面において、様々な図
に示された各同一の、又はほぼ同一の構成要素は同じ数字で表すことができる。明瞭にす
るために、すべての図面において、構成要素ごとに符号を付けていないこともある。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】一実施形態による、担体ウェブ上に形成された装飾物の概略断面図である。
【図２】一実施形態による、基材を装飾するためのシステムの概略平面図である。
【図３】一実施形態による、連続ループとして形成された担体ウェブを含む基材装飾用シ
ステムの概略平面図である。
【図４】一実施形態による、複数の装飾物形成ステーションを含む基材装飾用システムの
概略平面図である。
【図５】一実施形態による、担体ウェブ上に形成された装飾物の概略図である。
【図６】一実施形態による、担体ウェブの概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　当然のことながら、本発明の態様は、例示的な実施形態を示す図を参照して本明細書で
説明される。本明細書で説明する例示的な実施形態は、必ずしも本発明によるすべての実
施形態を示すことを意図されているのではなくて、むしろいくつかの例示的実施形態を説
明するために使用される。したがって、本発明の態様は、例示的な実施形態に照らして、
限定的に解釈されることを意図されていない。さらに、当然のことながら、本発明の態様
は、単独で、又は本発明の他の態様との任意の適切な組み合わせで使用することができる
。
【００３１】
　一部の実施形態では、ラベルなどの装飾物は、担体ウェブ上に形成することができる。
各ラベルは、感圧接着剤層を含むことができ、接着剤層は、装飾物が形成された後、担体
ウェブ上で露出することができる。装飾物は、インクジェット印刷、又はフレキソ印刷な
どの適切な印刷方法を使用して、担体ウェブ上に形成することができる。例えば、装飾物
は、担体ウェブ上に形成された第１の装飾物層を含むことができ、この第１の装飾物層は
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、装飾物が基材に貼り付けられた場合に、装飾物の外面を形成することができる。この第
１の装飾物層は、光学的に透明とすることも、又は色つきとすることもできる。１つ又は
複数の表示層は、第１の装飾物層上に形成されることができ、続いて、感圧接着剤層が表
示層上に形成される。このように、装飾物は逆印刷することができ、露出した感圧接着剤
層を特徴として備えることができ、この感圧接着剤層は、装飾物が基材に貼り付けられる
ときに、基材と、表示層及び第１の装飾物層との間に配置することができる。一部の例で
は、担体ウェブと第１の装飾物層との間に解放層を設けて、装飾物が基材に貼り付けられ
るときに、担体ウェブからの装飾物の解放を容易にすることができる。例えば、本明細書
に提示したシステムと併用できるラベルなどの装飾物及びウェブは、米国特許出願公開第
２０１６／０３３５９２７号に記載されており、この特許は、参照によりその全体を本明
細書に援用される。ただし、当然のことながら、本開示は、装飾物を形成する任意の特定
の装置及び／又は方法に限定されないので、他のタイプの装飾物も適用することができる
。例えば、他の適切のタイプの装飾物には、それらに限定されるものではないが、熱間又
は冷間箔押出し、フレキソ印刷、浮出し加工、及び／又はインクジェット印刷を含む技術
によって形成された装飾物を含むことができる。
【００３２】
　特定の実施形態によれば、装飾物は、テキスト、グラフィック、電子回路（ＲＦＩＤ素
子など）などの任意の適切な可視又は非可視情報を載せることができる。さらに、装飾物
は、基材に貼り付けられる単一の連続材料片として設けることができるし、或いは、装飾
物は、全体として装飾物を形成する複数の分離した装飾構成要素として形成することもで
きる。当然のことながら、本明細書で説明したシステムは、装飾物をボトル若しくは他の
容器（不整形な容器を含む）、ボックス、封筒、又は他の包装材料などの任意の適切な基
材、販売物などに貼り付けるために適用することができる。さらに、基材は、それらに限
定されるものではないが、紙系材料、ガラス、金属材料（アルミニウム及び鋼など）、並
びにポリマー材料（ＰＥＴ、ＰＥＴＥ、ＬＤＰＥ、ＨＤＰＥ、及びＰＳなど）を含む任意
の適切な材料から形成することができる。
【００３３】
　図１は、担体ウェブ１０４上に形成された装飾物１０２の概略断面図を示している。装
飾物１０２は、基材に貼り付けられた場合に、装飾物の最外の露出層を形成する第１の装
飾物層１０６（例えば、保護膜層）を含む。装飾物は、１つ又は複数の表示層１０８と、
担体ウェブ１０４から外に向かう方を向いた装飾物の面で露出した、感圧接着剤層などの
接着剤層１１０とをさらに含む。装飾物１０２の各層は、装飾物を形成するために、１つ
又は複数の装飾物形成ステーションで互いに位置を合わせて形成することができる。ただ
し、当然のことながら、様々な層の位置合わせは、示すような層の完全な重なりを必要と
しないこともある。例えば、一部の例では、１つ又は複数の表示層１０８は、装飾物の特
徴の所望の外観又は配置をもたらすために、装飾物１０２の一部分だけにわたって形成す
ることができる。一部の実施形態では、解放層１１２は、担体ウェブ１０４と第１の装飾
物層１０６との間に形成することができる。解放層は、装飾物が貼付ステーションで基材
に貼り付けられるときに、装飾物１０２を担体ウェブ１０４から解放する助けになり得る
。
【００３４】
　図２は、基材１０を装飾するためのシステム２００の例示的な実施形態を示している。
システムは、担体ウェブ供給ロール２０２から担体ウェブ巻取ロール２０４までウェブ路
に沿って移動する担体ウェブ１０４を含む。システムは、ローラ（例えば、駆動ローラ、
アイドルローラ、若しくはテンションローラ）などの１つ又は複数のウェブコントローラ
１４、又は担体ウェブ１０４の様々な態様若しくは特性を制御するための、当技術分野で
公知のウェブガイドなどの他のウェブ制御特徴を含む。これらの特性には、担体ウェブの
方向又は速度、ウェブ張力、ウェブの位置合わせ、及び／又はウェブが（例えば、ボトル
に対するウェブ及びラベルの垂直方向の位置関係を調整するために）移動する方向に直角
な方向に沿ったウェブの位置を含むことができる。システムは、所望通りに（例えば、所
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望するウェブ路を画定するために）ウェブを案内及び／又は制御する、任意の適切な数量
及び／又はウェブコントローラの配置を含むことができるが、本開示は、この点に関して
限定されない。
【００３５】
　ウェブコントローラ１４は、担体ウェブを供給ロール２０２から、装飾物が担体ウェブ
１０４上に形成される装飾物形成ステーション２０６まで案内するように配置されている
。装飾物が担体ウェブ上に形成された後、装飾物は担体ウェブに載って、装飾物が基材１
０に貼り付けられる貼付ステーション２０８に移送される。装飾物の貼付け後、担体ウェ
ブは、貼付ステーション２０８の後ろでウェブ路に沿って配置された巻取ロール２０４に
集められる。
【００３６】
　装飾物形成ステーション２０６において、保護膜層、表示層、接着剤層、及び（含まれ
る場合に）解放層などの装飾物の様々な層が担体ウェブ上で形成される。当然のことなが
ら、装飾物は、担体ウェブ上で任意の適切な方法により形成又は積層することができる。
例えば、一部の実施形態では、装飾物形成ステーションは、装飾物を形成するために、様
々な装飾物層を担体ウェブ上で互いに位置を合わせて積層するように構成された１つ又は
複数の印刷ヘッドを有するインクジェット印刷システムを含む。他の実施形態では、装飾
物形成ステーション２０６は、フレキソ印刷システム又は他の任意の適切な印刷システム
を含むことができるが、本開示は、装飾物層を担体ウェブ上に積層する任意の特定のシス
テム又は方法に限定されない。さらに、当然のことながら、装飾物の様々な層は、任意の
数量の適切なプロセス又はシステムを使用して形成することができる。例えば、一部の実
施形態では、感圧接着剤層は、装飾物の他の層を形成するのに使用されるものと実質的に
同じプロセスを使用して形成することができる。或いは、感圧接着剤層は、他の装飾物層
を形成するのに使用されるプロセスと異なるプロセスを使用して形成することができる。
【００３７】
　一部の実施形態では、硬化ステーション２１０が、装飾物形成ステーション２０６と貼
付ステーション２０８との間に設けられる。例えば、１つ又は複数の装飾物層（例えば、
表示層）は、装飾物層を互いに対して所定の位置に永続的に固定するために、硬化ステー
ション２０８で硬化することができる。上記のように、硬化ステーションは、放射線（例
えば、ＵＶ、可視光、熱放射線、又は電子放射線）に当てることによる硬化などの任意の
適切な硬化プロセス、或いは高温空気に当てるなどの乾燥プロセスを使用するように構成
することができる。したがって、当然のことながら、本開示は、硬化ステーションでの任
意の特定の硬化プロセスに限定されない。さらに、１つの硬化ステーションがこの実施形
態に示されているが、当然のことながら、本明細書で開示したシステムは、装飾物形成ス
テーションの後ろに２つ以上の硬化ステーションを含むことができ、各硬化ステーション
は、同じ、又は異なるタイプの硬化プロセスを行うように構成することができる。
【００３８】
　一部の実施形態では、装飾物の接着剤層は、接着剤が活性化後に接着剤の粘弾性を増大
させ、粘着性になるように活性化可能である。したがって、システム２００は、接着剤を
活性化するのに適切な活性化処理を施すように構成された活性化ステーション２１２を含
むことができる。例えば、一部の実施形態では、接着剤層は、ＵＶ活性可能な感圧接着剤
を含むことができ、活性化ステーション２１２は、広域スペクトルの紫外線源及び／又は
ＬＥＤによる紫外線源を用いて、感圧接着剤層を紫外線に当てるように構成される。硬化
ステーション２０１と同様に活性化ステーション２１２は、放射線（例えば、ＵＶ、可視
光、熱放射線、又は電子放射線）に当てることによる活性化などの任意の適切な活性化プ
ロセス、或いは高温空気に当てるなどの乾燥プロセスを使用するように構成することがで
きる。したがって、当然のことながら、本開示は、活性化ステーションでの任意の特定の
活性化プロセスに限定されない。
【００３９】
　一実施形態では、感圧接着剤層は、主に低分子量のモノマーからなり、完全に硬化した
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状態を取ることができ、接着剤層は、実質的に非粘着性であるか、又は比較的低い粘着性
を示す。接着剤層は積層され、部分的に活性化して、又は意図的に低く活性化して、粘着
性のある中間物を形成することができる。そのような構成は、使用される低粘度コーティ
ングの接着剤としての使用を可能にする。装飾物が基材に移されると、基材は、接着剤層
の活性化プロセスが完了する第２の活性化ステーションを通過することができる。第２の
活性化ステーションでの活性化の後、接着剤層は、もはや粘着性ではなくて、基材と装飾
物層との間で強力な結合剤を形成する。
【００４０】
　一部の実施形態では、硬化ステーション２１０は、（硬化が必要な場合に）様々な装飾
物層を硬化させるようにも、感圧接着剤層を活性化させるようにも構成することができる
ので、活性化ステーションは含まれなくてよい。或いは、装飾物層の硬化及び感圧接着剤
層の活性化は、必要とされないこともあり、そのため、システムは、硬化ステーションも
、活性化ステーションも含まなくてよい。さらに、一部の実施形態では、１つ又は複数の
装飾物層を加えて、次いで硬化させることができ、次いで、感圧層を加えて、任意選択で
活性化させることができる。すなわち、硬化ステーションは、装飾ステーションの一部分
間に配置することができる。
【００４１】
　装飾物が担体ウェブ上に形成され、（硬化ステーションが含まれる場合に）硬化し、（
必要な場合に）接着剤層が活性化された後、装飾物は担体ウェブに載って、装飾物が基材
に貼り付けられる貼付ステーション２０８に移送される。ラベル貼付ステーション２０８
において、装飾物の感圧接着剤層は基材１０と接触し、感圧接着剤層と基材との間の付着
により、装飾物は担体ウェブ１０４から剥離し、基材に付着することができる。例えば、
接着剤層と基材１０との間の付着力は、装飾物と担体ウェブとの間の付着力よりも大きい
ように選択することができ、それにより、基材と接触することで、装飾物が担体ウェブか
ら引き剥がされるのを可能にする。上記のように、一部の例では、担体ウェブと装飾物の
保護膜との間に解放層を形成することができる。解放層は、装飾物の感圧接着剤層が基材
と接触したときに、解放層からの装飾物の解放を容易にするように構成することができる
。
【００４２】
　特定の実施形態によれば、装飾物は、貼付ステーション２０８において、任意の適切な
方法で基材に貼り付けることができる。例えば、一部の実施形態では、装飾物は、担体ウ
ェブから基材に直接移すことができるので、装飾物は、担体ウェブか、又は基材かのいず
れかによって常に支持される。他の実施形態では、貼付ステーションは、ウェブから基材
への装飾物の貼付けに寄与する１つ又は複数の特徴を含むことができる。例えば、装飾物
とウェブとの間の付着力は、装飾物の接着剤層と基材との間の付着力と強度的に等しいこ
とがある。したがって、貼付ステーションでウェブからの装飾物の解放を手助けして、基
材への装飾物の適切な貼付けを保証することを有益であり得る。一部の実施形態では、装
飾物を押して基材と強制的に接触させるためのアクチュエータを貼付ステーションに設け
ることができ、これは、装飾物の接着剤層と基材との間の付着力を増大させることができ
る。例えば、本明細書に提示したシステム及び方法と併用することができる、装飾物（ラ
ベルなど）を基材に貼り付けるためのシステム及び方法は、米国特許出願第１５／９５８
，６６１号に記載されている。ただし、当然のことながら、貼付ステーションで装飾物を
基材に貼り付けるための他のシステム及び方法も適用することができる。
【００４３】
　図２に示すように、基材１０は、基材を貼付ステーション２０８に向かって移動させ、
貼付ステーション２０８を通過させるベルト１２などの基材移送装置に載せることができ
る。リニアベルト１２が図に示されているが、当然のことながら、本明細書で説明したシ
ステムは、基材を貼付ステーション２０８に移送するための任意の特定の構成に限定され
ない。例えば、回転又はねじ方式の移送システムなどの他の構成も適用することができる
。
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【００４４】
　一部の実施形態では、ウェブ制御システムは、装飾物形成ステーション２０６、貼付ス
テーション２０８、及び／又は硬化ステーション２１０を通る担体ウェブ１０４の動作を
制御することができる。例えば、ウェブ制御システムは、装飾物を形成するために、担体
ウェブの動作を止めて、又は遅くして、装飾物形成ステーションでの装飾物の様々な層の
積層を容易にするように構成することができる。一部の実施形態では、ウェブ制御システ
ムは、装飾物が貼付ステーション２０８に配置されたときに、担体ウェブの移動を止める
ように構成することができ、ウェブが停止している間、ベルト１２に沿った基材の移動は
、貼付ステーションに配置された装飾物と貼付ステーションを通過している基材との間の
相対運動をもたらすことができる。基材及びラベルは、貼付ステーションで接触すること
ができ、この相対移動により、（例えば、ウェブから基材に直接移すことで）ラベルを基
材に貼り付けることができる。ラベルをウェブから基材に貼付け後、次に、ウェブコント
ローラはウェブを移動させて、別のラベルを貼付ステーションに移動させることができる
。
【００４５】
　上記のように、一部の実施形態では、担体ウェブは再利用可能であり、そのため、装飾
物を同じ担体ウェブ上で複数回形成して、担体ウェブから基材に貼り付けることができる
。一部のそのような実施形態では、貼付ステーション２０８と巻取ロール２０４との間な
どで、ウェブ路に沿って清浄ステーション２１４を配置することができる。清浄ステーシ
ョンは、担体ウェブの準備を整えて、担体ウェブ上での装飾物の次の形成を行うために、
担体ウェブを清浄するように構成することができる。例えば、清浄ステーションは、装飾
物の貼付け後、担体ウェブ上に残った任意の残留装飾物材料を取り除くことができる。一
部の例では、清浄ステーションは、担体ウェブ上に以前から載せられている解放層を取り
除くことができる。さらに、図示した実施形態では、清浄ステーションは、貼付ステーシ
ョンと巻取ロールとの間に配置されているが、他の実施形態では、清浄ステーションは、
ウェブ供給ロール２０２と装飾物形成ステーション２０６との間に配置することができる
。
【００４６】
　すでに説明したように、一部の実施形態では、再利用可能な担体ウェブは、連続ループ
として形成することができる。例えば、図３は、図２に関連して上記に説明した実施形態
と同様であるが、担体ウェブ１０４が連続ループを形成している、基材１０を装飾するた
めのシステム３００の実施形態を示している。特に、システム３００は、担体ウェブを案
内して、貼付ステーション２０８から装飾物形成ステーション２０６に戻すように配置さ
れたウェブガイド１４を含む。さらに、システム３００は、担体ウェブ１０４を清浄する
ために、貼付ステーション２０８と装飾物形成ステーション２０６との間でウェブ路に沿
って配置された清浄ステーション２１４を含むことができる。
【００４７】
　図４は、基材１０を装飾するためのシステム４００の別の実施形態を示している。図２
に関連して上記に説明した実施形態と同様に、システム４００は、ウェブ路に沿って担体
ウェブ供給ロール２０２から担体ウェブ巻取ロール２０４まで移動する担体ウェブ１０４
と、さらには、１つ又は複数のウェブコントローラ１４を含むウェブ制御システムとを含
む。システムは、貼付ステーション２０８と、装飾物が基材に貼り付けられる貼付ステー
ションに基材１０を移送するように構成された基材移送装置１２とをさらに含む。
【００４８】
　図示した実施形態では、システム４００は、３つの装飾物形成ステーション４０６ａ、
４０６ｂ、４０６ｃと、貼付ステーション２０８の前で、ウェブ路に沿って配置された３
つの硬化ステーション４１０ａ、４１０ｂ、４１０ｃとを含む。各装飾物ステーションは
、装飾物の一部分を形成するように構成されている。例えば、第１の装飾物ステーション
４０６ａは、装飾物の保護膜層を積層するように構成することができ、第２の装飾物ステ
ーション４０６ｂは、装飾物の表示層を積層するように構成することができ、第３の装飾
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物ステーション４０６ｃは、装飾物の感圧接着剤層を積層するように構成することができ
る。すでに説明したように、各層は、他の層と位置を合わせて積層されて、装飾物を形成
することができる。各硬化ステーション４１０ａ、４１０ｂ、４１０ｃは、対応する装飾
物形成ステーションの後ろでウェブ路に沿って配置され、各硬化ステーションは、その対
応する装飾物形成ステーションで積層された層を硬化させるように構成することができる
。例えば、第１の硬化ステーション４１０ａは、装飾物のその後の層が、第２及び第３の
装飾物形成ステーション、並びに硬化ステーションでそれぞれ形成され、硬化する前に、
第１の装飾物形成ステーション４０６ａで積層された層を硬化させるように構成すること
ができる。
【００４９】
　３つの装飾物形成ステーション４０６及び対応する硬化ステーション４１０が図４に示
されているが、当然のことながら、本開示は、担体ウェブ上で装飾物を形成するために使
用される、任意の特定の数量の装飾物形成ステーション及び／又は硬化ステーションに限
定されない。例えば、一部の実施形態では、システムは、２つの装飾物形成ステーション
及び硬化ステーションを含むことができ、又は４つ以上の装飾物形成ステーション及び硬
化ステーションを含むこともできる。さらに、一部の実施形態では、硬化ステーションの
数量は、装飾物形成ステーションの数量と異なることができる。例えば、単一の硬化ステ
ーションは、複数の装飾物形成ステーションで積層された装飾物の層を硬化させるように
構成することができる。
【００５０】
　図４に示すように、システム４００は、（必要な場合に）活性化可能な感圧接着剤層が
活性化され得る活性化ステーション４１２をさらに含むことができる。ただし、上記に説
明したように、硬化ステーション（例えば、硬化ステーション４１０ｃ）は、活性化可能
な接着剤層を活性化するように構成することができ、そのため、一部の実施形態では、活
性化ステーションは含まれなくてよい。さらに、一部の実施形態では、第２の接着剤活性
化ステーション４１８を貼付ステーション２１８の後ろに配置することができる。この第
２の活性化ステーションは、装飾物が基材１０に貼り付けられた後、活性化又は硬化処理
を接着剤に施すように構成することができる。例えば、第２の活性化ステーション４１８
は、ＵＶで硬化可能な接着剤を少なくとも部分的に硬化させる（又はそれ以外に活性化さ
せる）ために、ＵＶ放射線を接着剤に当てるように構成することができる。ただし、当然
のことながら、一部の例では、貼り付ける前の接着剤の活性化（例えば、活性化ステーシ
ョン４１２又は硬化ステーション４１０ｃ）で十分であり得るし、そのため、一部の実施
形態では、第２の活性化ステーション４１８は含まれなくてよい。
【００５１】
　図２～３に関連して上記に説明した実施形態と同様に、システム４００もまた、担体ウ
ェブの準備を整えて、担体ウェブ上での装飾物の次の形成を行うために、担体ウェブを清
浄するように構成された清浄ステーション４１４を含むことができる。
【００５２】
　一部の実施形態では、基材を装飾するためのシステムは、ウェブ路の様々な部分に沿っ
てウェブを収容する助けとなるフェスツーン４１６などの、ウェブ１０４を制御するのに
寄与する１つ又は複数の特徴を含むことができる。例えば、フェスツーン４１６は、フェ
スツーン内での担体ウェブの集積を可能にするために、ウェブが移動する可変経路長を規
定するように構成することができる。図示したように、フェスツーン４１６は、貼付ステ
ーション２０８の前、及び／又は硬化ステーションと装飾ステーションとの間（例えば、
硬化ステーション４１０ｂと装飾物ステーション４０６ｃとの間）などのウェブ路に沿っ
た１つ又は複数の位置に配置することができる。上記のように、一部の例では、装飾物は
、合わせて単一の装飾物を構成する、２つ以上の物理的に分離した構成要素を含むことが
できる。例えば、図５は、担体ウェブ１０４の一部分を示しており、２つの装飾物５０２
、５０４が担体ウェブ１０４上に形成されている。各装飾物は、複数の分離した装飾要素
５１０を含む。装飾物５０２、５０４が基材に貼り付けられる場合に、各装飾物の装飾構
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材に形成する。特定の実施形態によれば、装飾物は、任意の適切な数量の分離した装飾構
成要素５１０を含むことができ、各装飾構成要素は、任意の適切な形状、向き、色、パタ
ーンなどを有することができる。例えば、各装飾構成要素は、２つ以上の分離特徴からな
るグラフィックデザインとすることができる。他の例では、各装飾物は、テキスト文字列
（例えば、単語、句、又は数字）とすることができ、装飾構成要素は、合わせてテキスト
文字列を形成する個々のテキスト文字を含むことができる。さらに、様々なタイプの装飾
構成要素（例えば、グラフィック、テキスト、又は他のタイプの装飾要素）の組み合わせ
を単一の装飾物内に含むことができる。
【００５３】
　図５に示すように、一部の実施形態では、担体ウェブ上に形成された様々な装飾物５０
２、５０４は、互いに異なることができる。特に、装飾物形成システムは、装飾物の様々
な層を可変積層するように構成できるので、担体ウェブ上に形成される各装飾物は異なる
ことができる。その結果、各装飾物は、様々な装飾物を形成するように、様々なタイプ、
数量、及び又は配置の装飾構成要素を有し、含むことができる。一部の例では、システム
は、装飾される各基材ごとに特製装飾物を形成するように構成することができる。例えば
、そのような構成は、各基材（例えば、容器）が、個別化したラベルで装飾される個別化
ラベル貼付け運転を容易にすることができる。ただし、当然のことながら、本開示は、可
変印刷装置を利用するシステムに限定されず、したがって、一部の実施形態では、担体ウ
ェブ上に形成され、基材に貼り付けられる各装飾物は、実質的に同一とすることができる
。
【００５４】
　ここで図６を参照すると、担体ウェブ６００の断面図がより詳細に示されている。図示
した実施形態では、担体ウェブ６００は、ベース層６０２及びマスキング層６０４を含む
。マスキング層は、ベース層６０２を露出させる開口６０６を含み、それにより、装飾物
は、開口６０６内でベース層上に直接形成することができる。上記のように、マスキング
層の材料は、装飾物がマスキング層６０４に付着しないように、又はベース層６０２と比
較して、マスキング層に対する付着力が弱いように選択することができる。このように、
マスキング層は、担体ウェブ６００の清浄に寄与することができ、これは、装飾物を何度
も貼り付けるための担体ウェブの再利用を容易にすることができる。やはり図６に示すよ
うに、担体ウェブ６００は、担体ウェブ上に形成される装飾物に所望のテクスチャ面を形
成するように構成された突起６０８及び／又は窪み６１０を含むことができる。当然のこ
とながら、そのような突起及び／又は窪みは、任意の適切な態様で配置することができ、
特徴の任意の所望する幾何形状及び／又は配置を画定することができる。例えば、一部の
実施形態では、突起６０８及び／又は窪み６１０の配置は、担体ウェブ上に形成される装
飾物の輪郭又はネガ（又は装飾物の一部分）に対応することができる。例えば、単一の突
起又は窪みは、装飾物の形状に対応する形状を有することができるし、或いは複数の突起
及び／又は窪みは、装飾物の形状に対応する形状の周囲に配置することができる。
【００５５】
　本発明の少なくとも１つの実施形態のいくつかの態様を上記に説明したが、当業者なら
ば、様々な変更、修正、及び改良を容易に思いつくことを理解されたい。そのような変更
、修正、及び改良は、本開示の一部であることを意図され、本発明の趣旨及び範囲内であ
ることを意図されている。したがって、前述の説明及び図面は単なる例である。
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